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東日本大震災から10年

被災した岩手、宮城、福島の10年後の今

メインイベント

東日本大震災
復興ツアー
2022年8月31日（水）、9月1日（木）、２日（金）

仙台→陸前高田→気仙沼（宿泊）
気仙沼→南三陸→北上、雄勝→石巻（宿泊）
石巻→福島第一原子力発電所→双葉町→仙台
 

開催日時

主催／連絡先

主な行程　（ツアーの内容は変更することがあります）

公益社団法人
日本建築家協会東北支部
仙台市青葉区一番町４－１－１
オークツリー一番町 ４F
Phone: 022-225-1120
FAX : 022-213-2077
web: www.jia-tohoku.org
e-mail: shibu@jia-tohoku.org 

われわれは何をつくってきたのか
東日本大震災から10年、復興はどのように
進み、風景は、まちは、生活はどのように変
わってきたのか。
岩手県沿岸の陸前高田市、宮城県の
南三陸、石巻をめぐり、高台造成や
防潮堤などの復興事業、高台移
転をした集落の当事者の声、復
興祈念公園、復興建築などまちを
歩き、１０年前の被災地の今を知
るツアーです。
最終日には福島第一原子力発電
所構内を視察し、われわれが何を
つくり、何をなしたのかを考える機
会を設けます。
ツアーでは途中、陸前高田復興祈念
公園の設計に携わった建築家 内藤廣
氏の講演会を予定しています。

つなぐ

2022年 
8月 31日[水]
9月1日[木]
9月2日[金]

高田松原津波復興祈念公園
国営追悼・祈念施設
岩手県陸前高田市
道の駅を併設する
追悼・祈念施設の設計は内藤廣氏

マルホンまきあーとテラス
宮城県石巻市
石巻市に新設された文化複合施設
内藤廣氏の講演を予定

にっこり団地
宮城県石巻市
石巻市北上地区の防災集団移転による団地

まちの縁側　アムウェイハウス
岩手県陸前高田市
隈研吾氏設計

202２年
6月13日（月）より
webにてツアーの
参加募集を開始

先着80名限定
（福島第一原子力発電所見学の人数制限のため）

福島第一原発視察を含むため、参加申込は
日本建築家協会の会員及びその同行者で身
分照会が可能な方になります。

2011年3月24日の福島第一原発
福島県双葉町、大熊町
震災後、水素爆発をおこした原子力発
電所の航空写真
（出展：東京電力ホールディングス）

福島第一原発
福島県双葉町、大熊町
福島第一原子力発電所で廃炉作業が
進む原子炉建屋
（出展：東京電力ホールディングス）



2022年

8月31日（水）、9月1日（木）、2日（金）

8月31日　(水)
10:30  仙台駅バス 発（途中休憩にて昼食）
13:00  陸前高田着
  高田松原津波復興祈念公園・東日本大震災伝承館
  まちの縁側「アムウェイハウス」
  陸前高田市博物館（内部展示物養生中）
  交流施設「ほんまるの家」他
17:30  陸前高田発
18:00  気仙沼着
  気仙沼パールシティー・パークホテル・ホテル一景閣 泊

9月1日　(木)
08:30  気仙沼ホテル 発
10:00  南三陸さんさん商店街
  南三陸町復興祈念公園（旧防災対策庁舎他）
13:00  にっこり団地視察（昼食）
  石巻市震災遺構大川小学校（バスより視察）
16:00  石巻市震災遺構門脇小学校
17:00  講演会　マルホンまきあーとテラス
19:30  石巻グランドホテル・石巻サンプラザホテル 泊 

9月2日　(金)
07:45  石巻ホテル 発
10:00  福島第一原子力発電所、視察(約4時間弱) 
14:25  中間貯蔵施設（バスより視察）
15:45  東日本大震災・原子力災害伝承館視察
16:50  双葉町産業交流センター（F-BICC）視察
17:40  郡山駅着
19:50  仙台駅着

開催日時

参加申込

行程　（ツアーの内容は変更することがあります）

主催／連絡先
公益社団法人
日本建築家協会東北支部
仙台市青葉区一番町４－１－１
オークツリー一番町 ４F
Phone: 022-225-1120
FAX : 022-213-2077
web: www.jia-tohoku.org
e-mail: shibu@jia-tohoku.org 

われわれは何をつくってきたのか

東日本大震災から10年

被災した岩手、宮城、福島の10年後の今

メインイベント

東日本大震災復興ツアー

つなぐ

東日本大震災から10年、復興はどのように進み、風景は、まちは、生
活はどのように変わってきたのか。
岩手県沿岸の陸前高田市、宮城県の南三陸、石巻をめぐり、高台造
成や防潮堤などの復興事業、高台移転をした集落の当事者の声、
復興祈念公園、復興建築などまちを歩き、１０年前の被災地の今を
知るツアーです。
最終日には福島第一原子力発電所構内を視察し、われわれが何を
つくり、何をなしたのかを考える機会を設けます。
ツアーでは途中、陸前高田復興祈念公園の設計に携わった建築家
内藤廣氏の講演会を予定しています。

福島第一原発視察を含むため、参加申込は日
本建築家協会の会員及びその同行者で身分
照会が可能な方になります。

https://www.jia-tohoku.org/archives/2846

コロナ対策について
ツアーは、感染予防を徹底した大型バスによる移動になります。夕
食等は会食ではなく、各自でとっていただきます。

福島第一原発視察ルートにおける放射能数値について
20名1班になり、東北電力が定めたルートを説明者の後について
視察します。その際、視察に適した服装で、放射能数値が0.1μ
Sv/h以下の場所が視察対象になっています。

［略歴］
1976 早稲田大学大学院にて吉阪隆正に師事、修士課程修了
1976-78 フェルナンド・イゲーラス建築設計事務所勤務
1979-81 菊竹清訓建築設計事務所勤務
1981 株式会社内藤廣建築設計事務所設立
2001-11 東京大学大学院工学系研究科社会基盤学　助教授、教授
2011- 東京大学　名誉教授

［主な作品］
1992 海の博物館
1999 牧野富太郎記念館
2005 島根県芸術文化センター
2019 高田松原津波復興祈念公園　国営 追悼・祈念施設

建築家・東京大学名誉教授内藤廣

2022年6月13日（月）よりwebにて
ツアー参加者の募集を開始します。
募集人数は80名限定となります。


